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世界のエネルギー市場は、地政学的緊張の高まりと供給網の不安定化により、大きな転換点を

迎えている。とりわけ中東情勢の緊迫化やロシアによるウクライナ侵攻後の制裁措置は、各国のエネ

ルギー調達戦略に深刻な影響を及ぼし、従来の供給構造を揺さぶっている。こうした環境変化の中

で、ロシアの太平洋沿岸からアジア太平洋地域へ原油を供給する「東シベリア・太平洋石油パイプラ

イン（ESPO）」の重要性が一段と高まっている。

本レポートでは、ESPOパイプラインの概要とその役割、アジア市場におけるESPO原油の重要性、

そしてウクライナ侵攻後の地政学的変化がもたらした影響について整理し、アジアのエネルギー安全

保障におけるESPOの位置づけを考察する。 
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